
企業債残高
（単位：百万円）

建設改良債 特例債 緩和債 平準化債
特別減収
対策債

計

137,236 3,936 29,020 61,312 0 231,504

企 業 債 発 行 （ 借 入 ） 額 8,110 378 5,314 4,421 10,506 28,729

企 業 債 償 還 金 10,564 817 9,536 7,875 0 28,792

年 度 末 企 業 債 残 高 134,782 3,497 24,798 57,858 10,506 231,441

企 業 債 発 行 （ 借 入 ） 額 11,734 300 3,170 4,190 8,052 27,446

企 業 債 償 還 金 15,170 991 5,851 6,918 0 28,930

年 度 末 企 業 債 残 高 131,346 2,806 22,117 55,130 18,558 229,957

(注)R2年度は補正後予算（R元年度からの繰越を含む）、R3年度は当初予算。

区　　　　　　　　分

R 元 年 度 末 企 業 債 残 高

R2年度
（見込み）

R3年度
（見込み）



  企業債残高は、七隈線が開業した平成16年度にピークを迎えて以降、建設に必要な企業債の発行が減少したことで着実に減少してきており、令和２
年度及び3年度には、特別減収対策企業債を発行することなどにより減少幅は縮小するものの、縮減傾向は維持できる見込みとなっております。

企業債残高の推移
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（単位：億円）

年度

残高ピーク
平成16年度
3,680億円

※R2年度は補正後予算（R元年度からの繰越を含む）、R3年度は当初予算。

空港線 姪浜～博多間

箱崎線 中洲川端～貝塚間開業（S61.11.12）

空港線 博多～福岡空港間開業（H5.3.3）

七隈線 橋本～天神南間開業（H17.2.3）

令和3年度

2,300億円


